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小
豆
島
は
、
架
橋
島
で
あ
る
淡
路
島
に
次

ぎ
瀬
戸
内
海
で
二
番
目
に
面
積
の
大
き
な
島

で
、
南
東
側
の
小
豆
島
町
、
北
西
側
の
土
庄

町
の
二
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
。高
松・神
戸・

姫
路
・
岡
山
な
ど
複
数
の
定
期
航
路
が
あ
り
、

島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
本
稿
で
は
、
お
も
に
小
豆
島
町
に
焦
点

を
当
て
、
伝
統
的
に
営
ま
れ
て
き
た
食
品
製

造
業
や
オ
リ
ー
ブ
関
連
事
業
な
ど
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
あ
わ
せ
て
小
豆
島
全
体
の
観
光

の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
（
現

状
は
令
和
七
年
一
〇
月
の
調
査
時
）。

小
豆
島
手
延
素
麺
協
同
組
合

―
天
日
干
し
で
の
手
延
素
麺
づ
く
り

快
晴
の
下
、
す
だ
れ
状
に
吊
る
さ
れ
た
白

い
麺
が
風
に
た
な
び
く
―
。
小
豆
島
の
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
の
風
物
詩
、
手
延
素
麺
の

天
日
干
し
の
光
景
だ
。
小
豆
島
の
手
延
素
麺

は
、
奈
良
県
の
三
輪
素
麺
、
兵
庫
県
の
播
州

素
麺
と
並
ん
で
、「
日
本
三
大
素
麺
」
に
数
え

ら
れ
て
い
る
。

小
豆
島
手
延
素
麺
協
同
組
合
の
須す

佐さ

美み

裕

一
理
事
長
と
同
組
合
に
加
盟
す
る
「
マ
ル
カ

ツ
製
麺
所
」
の
三
木
政ま

さ

人と

代
表
に
お
話
を
伺

っ
た
。「
手
延
素
麺
は
、四
百
年
の
歴
史
を
誇

る
小
豆
島
の
伝
統
産
業
」
と
話
す
須
佐
美
理

事
長
に
よ
る
と
、
手
延
素
麺
製
造
は
、
一
二

も
の
工
程
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
早
朝
三
時

～
四
時
ご
ろ
小
麦
粉
と
食
塩
水
を
練
り
合
わ

せ
て
生
地
を
つ
く
る
「
オ
デ
」
と
い
う
作
業

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
イ
タ
ギ
（
圧
延
・
複

合
・
熟
成
）
や
ご
ま
油
の
塗
付
な
ど
の
工
程
を

挟
み
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
生
地
を
延
ば
し
て
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い
く
。
こ
の
延
ば
す
作
業
を
経
る
こ
と
で
形

成
さ
れ
る
丸
い
断
面
こ
そ
手
延
素
麺
の
証
で
、

生
地
を
均
等
に
断
裁
す
る
機
械
製
法
だ
と
断

面
は
四
角
に
な
る
そ
う
だ
。

午
後
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
で
延
ば
し
た

麺
を
天
日
干
し
す
る
と
と
も
に
、
屋
内
干
し
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可
能
と
な
る
。
組
合
で
は
、
二
〇
二
三
年
よ

り
、香
川
県
産
の
小
麦
「
さ
ぬ
き
の
夢
」「
は

る
み
ず
き
」
を
は
じ
め
、
す
べ
て
県
内
産
の

原
材
料
を
使
っ
た
手
延
素
麺
「
島
の
夢
」
も

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
で
は
、
三
年

ほ
ど
前
か
ら
独
自
に
工
場
を
整
備
し
て
お
り
、

今
期
（
二
〇
二
五
年
後
半
）
よ
り
出
荷
が
始
ま

る
予
定
だ
と
い
う
。

三
木
代
表
の「
マ
ル
カ
ツ
製
麺
所
」は
、小

豆
島
町
池
田
地
区
に
あ
る
家
族
経
営
の
事
業

所
だ
。
同
社
で
は
組
合
に
卸
す
「
島
の
光
」

に
加
え
て
、
乾
燥
の
行
程
を
挟
ま
な
い
「
生

素
麺
」
の
製
造
も
行
な
っ
て
お
り
、
島
内
飲

食
店
に
卸
す
ほ
か
、
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

直
販
も
し
て
い
る
。

「
で
き
た
て
の
モ
チ
モ
チ
感
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
生
素
麺
に
つ
い
て
語
る
三

木
代
表
は
、
大
学
卒
業
後
、
二
年
ほ
ど
島
外

の
企
業
に
勤
務
。
二
六
歳
の
時
、
父
親
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
製
麺

所
を
継
承
し
た
と
い
う
。「
代
々
続
け
て
き
た

素
麺
づ
く
り
を
途
絶
え
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
。

に
よ
っ
て
水
分
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
均

一
乾
燥
さ
せ
る
。
な
お
、
天
日
干
し
の
時
間

は
一
五
分
～
二
〇
分
で
、
そ
の
日
の
天
候
や

湿
度
で
、
干
す
時
間
や
麺
を
上
下
に
引
っ
張

る
力
を
調
整
し
て
い
る
。「
天
日
干
し
に
よ
っ

て
麺
の
美
味
し
さ
が
増
す
と
同
時
に
、
紫
外

線
に
よ
っ
て
真
っ
白
な
麺
が
で
き
る
」と
、須

佐
美
理
事
長
は
説
明
す
る
。

最
後
に
、
麺
を
切
断
、
計
量
結
束
し
て
箱

詰
め
し
、
完
成
に
い
た
る
。
組
合
が
推
奨
す

る
小
麦
と
塩
、「
か
ど
や
（
か
ど
や
製
油
株
式
会

社
）」の
土
庄
町
の
工
場
で
つ
く
ら
れ
る
純
正

ご
ま
油
を
原
料
に
使
用
し
、
組
合
の
基
準
を

満
た
す
製
造
工
程
を
経
て
は
じ
め
て
、
手
延

素
麺
「
島
の
光
」
と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
が

島
内
で
素
麺
の
製
造
を
行
な
う
叔
父
の
も
と

で
一
年
間
修
業
し
た
が
、
最
初
は
失
敗
ば
か

り
だ
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
る
。

四
〇
年
ほ
ど
前
は
、
二
六
〇
軒
以
上
あ
っ

た
小
豆
島
の
素
麺
製
麺
所
は
、
現
在
約
七
〇

軒
。
実
働
し
て
い
る
の
は
六
〇
軒
ほ
ど
だ
と

い
う
。「
後
継
者
不
足・高
齢
化
が
深
刻
な
課

題
で
、
後
継
ぎ
と
な
る
若
者
は
、
進
学
で
島

を
離
れ
、
戻
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
素
麺
づ

く
り
に
は
熟
練
の
技
術
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
三
年
後
に
独
立
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
で
は
、
後
継
者
と

な
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
獲
得
が
難
し
い
」と
、須

佐
美
理
事
長
は
厳
し
い
現
状
を
語
っ
た
。

小
豆
島
町
オ
リ
ー
ブ
課

―
オ
リ
ー
ブ
の
島
を
守
る
取
り
組
み

小
豆
島
で
は
、
島
内
各
所
で
オ
リ
ー
ブ
の

植
栽
が
見
ら
れ
る
。
取
材
で
訪
れ
た
一
〇
月

中
旬
は
、
ち
ょ
う
ど
木
々
が
実
を
つ
け
、
収

穫
期
を
迎
え
て
い
た
。
地
中
海
を
原
産
と
す
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技
術
的
な
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
同

課
は
苗
木
や
農
機
具
、
採
油
機
の
購
入
に
対

す
る
補
助
事
業
な
ど
お
も
に
財
政
面
で
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

普
及
活
動
で
は
、
島
内
の
小
中
学
校
へ
の

出
前
授
業
、
学
校
給
食
へ
の
オ
リ
ー
ブ
の
提

供
、
県
立
小
豆
島
中
央
高
校
の
総
合
的
な
探

究
の
時
間
「
櫂か

い

風ふ
う

」
へ
の
協
力
な
ど
、
教
育

面
で
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。ま
た
、結

婚
・
出
産
な
ど
、
町
内
で
人
生
の
節
目
を
迎

え
た
住
民
に
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
を
寄
贈
し
た

り
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
や
か
り
国
内

の
主
要
マ
ラ
ソ
ン
大
会
優
勝
者
に
対
し
オ
リ

ー
ブ
冠
の
贈
呈
な
ど
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
オ
リ
ー
ブ
に
関
す
る
知
識
を
問
う

「
オ
リ
ー
ブ
検
定
」（
小
豆
島
と
東
京
で
開
催
）
も

特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

外
国
産
オ
リ
ー
ブ
製
品
の
輸
入
量
増
加
や
、

病
害
虫
や
獣
害
被
害
、
生
産
者
の
高
齢
化
や

他
産
地
と
の
競
合
な
ど
、
島
の
オ
リ
ー
ブ
産

業
が
置
か
れ
る
状
況
は
決
し
て
安
泰
で
は
な

い
。
島
内
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
オ
リ
ー
ブ

産
業
関
係
者
が
一
体
と
な
り
「
小
豆
島
オ
リ

ー
ブ
ト
ッ
プ
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
。

現
在
は
五
期
目
（
二
〇
二
五
～
二
九
年
）
を
迎

え
、
新
品
種
の
活
用
や
六
次
産
業
化
の
推
進
、

国
際
基
準
に
則
っ
た
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品
評

会
の
開
催
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
オ
リ
ー

ブ
課
の
丸
本
秀し

ゅ
う

氏
は
、「
耕
作
放
棄
地
の
農

る
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
が
、
日
本
で
本
格
的
に

始
ま
っ
た
の
は
明
治
時
代
。
一
九
〇
八
年
に

三
重
県
、
鹿
児
島
県
、
そ
し
て
香
川
県
の
小

豆
島
で
試
験
栽
培
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
う
ち

小
豆
島
の
み
栽
培
に
成
功
し
た
。
以
後
、
生

産
量
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
で
、
小
豆
島

は
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。
二
〇
二
二
年
の
農
林
水
産
省
「
特
産

果
樹
生
産
動
態
等
調
査
」
に
よ
る
と
、
香
川

県
は
全
国
の
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
量
の
八
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
県
内
の
主
要
生

産
地
と
し
て
は
小
豆
島
町
と
土
庄
町
、
本
土

の
三
豊
市
や
多
度
津
町
が
あ
げ
ら
れ
る
。

小
豆
島
町
で
は
、
島
で
の
オ
リ
ー
ブ
植
栽

一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
、
二
〇
〇
八
年
に
日

本
の
自
治
体
で
唯
一
と
な
る
オ
リ
ー
ブ
専
門

の
部
署
「
オ
リ
ー
ブ
課
」
を
設
置
。
島
内
の

オ
リ
ー
ブ
産
業
の
振
興
を
目
的
に
、
生
産
者

支
援
や
島
内
外
へ
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
う
ち
生
産
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
町
内
に
所
在
す
る
「
香
川
県
農
業
試
験

場
小し

ょ
う

豆ず

オ
リ
ー
ブ
研
究
所
」
の
専
門
職
員
が
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醤
油
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
換
算
す
る

と
、
少
な
く
と
も
五
代
目
と
な
る
。

山
本
代
表
は
大
学
卒
業
後
、
食
品
会
社
の

営
業
職
と
し
て
大
阪
で
勤
務
し
て
い
た
が
、

商
品
の
品
質
よ
り
も
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
を

追
求
す
る
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
経
営
方
針

に
強
い
疑
問
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、

「
手
間
を
か
け
た
品
質
の
高
い
醤
油
を
、必
要

な
人
に
届
け
る
商
売
を
し
た
い
」と
考
え
、家

業
を
継
承
し
た
。

同
社
の
商
品
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
丹

波
黒
豆
と
香
川
県
産
小
麦
、
塩
水
を
原
料
に

約
二
年
の
熟
成
で
つ
く
る
「
菊き

く
び
し
お醤
」
と
、
二

年
熟
成
し
た
醤
油
を
塩
水
の
代
わ
り
に
原
料

と
し
て
用
い
、さ
ら
に
二
年
（
計
四
年
）
熟
成

す
る
〝
再
仕
込
醸
造
〟
と
い
う
や
り
方
で
つ

く
る
「
鶴つ

る
び
し
お醤
」
だ
。
い
ず
れ
も
発
酵
の
際
に

添
加
物
を
使
わ
な
い
〝
天
然
醸
造
〟
で
あ
る
。

同
社
の
醤
油
醸
造
に
不
可
欠
な
の
が
木
桶

で
あ
る
。
蔵
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

桶
に
近
づ
く
と
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
が
す
る
。

百
年
以
上
も
使
い
込
ま
れ
た
木
桶
自
体
に
、

乳
酸
菌
や
酵
母
菌
な
ど
の
発
酵
を
担
う
微
生

物
が
棲
み
着
い
て
お
り
、
凝
集
し
て
い
る
様

を
目
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
国
内
か
ら
木

桶
職
人
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
〇

九
年
、
唯
一
残
っ
た
製
造
所
に
山
本
代
表
が

桶
を
発
注
し
た
際
、「
醤
油
屋
か
ら
新
し
い
桶

の
注
文
が
来
た
の
は
戦
後
初
だ
」
と
言
わ
れ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
山
本
代
表
は
、
木
桶
を

後
世
に
残
す
た
め
、
一
一
年
に
「
木
桶
職
人

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
島
内

の
大
工
二
人
と
と
も
に
製
造
所
に
弟
子
入
り
、

試
行
錯
誤
の
末
、
一
三
年
に
島
で
新
し
い
木

桶
を
完
成
さ
せ
た
。
現
在
で
は
年
一
回
の
ペ

ー
ス
で
木
桶
を
つ
く
り
、
全
国
か
ら
関
係
者

地
再
生
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
島

内
で
の
栽
培
面
積
に
は
限
り
が
あ
る
。
オ
リ

ー
ブ
日
本
一
を
守
る
た
め
に
は
、
一
層
の
高

付
加
価
値
化
や
人
材
育
成
、
販
路
拡
大
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

ヤ
マ
ロ
ク
醤
油

―
木
桶
を
用
い
た

天
然
醸
造
に
よ
る
醤
油
づ
く
り

二
〇
二
一
年
、「
讃
岐
の
醤
油
醸
造
技
術
」

が
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

文
化
庁
は
小
豆
島
の
醤
油
醸
造
に
つ
い
て

「
大
型
の
木
桶
を
用
い
た
天
然
醸
造
に
よ
る

醤
油
づ
く
り
の
伝
統
が
よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、

近
年
は
、
木
桶
の
製
造
技
術
の
継
承
に
も
努

め
て
い
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
、
小
豆

島
町
安
田
地
区
に
所
在
す
る
「
ヤ
マ
ロ
ク
醤

油
株
式
会
社
」
だ
。
同
社
は
江
戸
の
終
わ
り

か
ら
明
治
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
創
業
、
現

在
の
山
本
康
夫
代
表
取
締
役
は
、
曾
祖
父
が

ձࣜג෉ϠϚϩΫে༉߁ຊࢁ
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草
壁
地
区
に
あ
る「
小
豆
島
食
品
株
式
会
社
」

で
あ
る
。
同
社
は
、創
業
七
〇
年
以
上
で
、久く

留る

島し
ま

克
彦
代
表
取
締
役
社
長
と
奥
さ
ん
の
ご

夫
婦
で
営
ん
で
い
る
。
瀬
戸
内
海
の
小
海
老

や
ち
り
め
ん
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
厳
選
し

た
素
材
を
原
料
と
し
、
食
品
添
加
物
を
使
わ

ず
に
佃
煮
に
加
工
。
醤
油
の
ほ
か
に
、
鹿
児

島
県
枕
崎
の
鰹
節
や
北
海
道
の
利
尻
昆
布
で

出
汁
を
と
る
な
ど
、
味
付
け
に
も
一
切
の
妥

協
は
な
い
。

「
大
量
生
産
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
を
機
に
、
ど
う
せ
な
ら
最
高
の

佃
煮
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
、
久
留

島
社
長
。
特
に
、
日
本
全
国
の
名
だ
た
る
昆

布
か
ら
選
び
抜
い
た
羅
臼
昆
布
の
佃
煮
は
自

信
作
で
、
高
い
品
質
が
評
価
さ
れ
、
贈
答
用

や
デ
パ
ー
ト
の
商
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
と

い
う
。

取
材
時
に
は
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
オ
リ

ー
ブ
の
新
漬
け
を
製
造
し
て
い
た
。「
も
と
も

と
オ
リ
ー
ブ
は
自
家
消
費
用
に
栽
培
し
て
い

た
が
、
収
穫
量
が
増
え
た
た
め
数
量
限
定
で

商
品
に
し
て
い
る
。（
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
）あ
く

ま
で
副
業
な
の
で
、
完
全
無
農
薬
で
育
て
て

い
る
」
と
、
久
留
島
代
表
は
こ
こ
で
も
こ
だ

わ
り
を
口
に
し
た
。

小
豆
島
観
光
協
会

―
持
続
可
能
な
観
光
業
の
推
進

小
豆
島
の
観
光
業
の
中
核
を
担
う
の
が
、

二
〇
二
三
年
度
に
島
内
四
つ
の
観
光
団
体
の

統
合
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
小
豆
島
観
光
協

会
」
で
あ
る
。
同
協
会
の
塩し

お

出で

慎
吾
事
務
局

長
に
よ
る
と
、
近
年
、
両
町
が
観
光
面
で
協

力
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
。

が
集
う「
木
桶
に
よ
る
発
酵
文
化
サ
ミ
ッ
ト
」

も
開
催
し
て
い
る
。

ヤ
マ
ロ
ク
醤
油
で
は
広
報
活
動
に
も
注
力

し
て
お
り
、
観
光
客
を
予
約
な
し
・
無
料
で

蔵
見
学
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
醤
油

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
「
や
ま
ろ

く
茶
屋
」
を
醸
造
所
に
併
設
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
の
模
様
を
全
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
お

り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

六・六
万
人
に
も
及
ん
で
い
る
。「
子
や
孫
の

世
代
に
『
木
桶
仕
込
み
の
本
物
の
醤
油
』
を

伝
え
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
」
と
、
山
本

代
表
は
不
断
の
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

小
豆
島
食
品

―
厳
選
し
た
素
材
に
よ
る

無
添
加
で
の
佃
煮
づ
く
り

ヤ
マ
ロ
ク
醤
油
の
再
仕
込
醸
造
の
醤
油
を

使
用
し
、
同
じ
く
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
佃
煮

の
製
造
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
、
小
豆
島
町

ձࣜג඙খ౾ౡ৯඼ࠀౡཹٱ
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が
っ
て
写
真
を
撮
る
「
道
の
駅
小
豆
島
オ
リ

ー
ブ
公
園
（
小
豆
島
町
）」
と
、
干
潮
時
に
海

か
ら
砂
の
道
が
現
れ
る
景
勝
地
「
エ
ン
ジ
ェ

ル
ロ
ー
ド
（
土
庄
町
）」
が
特
に
人
気
だ
と
い

う
。じ

つ
は
、
島
の
観
光
の
一
大
ト
ピ
ッ
ク
が
、

漫
画
や
ア
ニ
メ
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
舞

台
を
訪
れ
る「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
聖

地
巡
礼
）」で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
公
開
の『
八

日
目
の
蟬
』
や
二
五
年
公
開
の
『
海
辺
へ
行

く
道
』
な
ど
、
小
豆
島
を
ロ
ケ
地
と
し
た
作

品
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

土
庄
町
出
身
の
山
本
崇
一
朗
氏
原
作
の
『
か

ら
か
い
上
手
の
高
木
さ
ん
』
関
連
の
コ
ン
テ

ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
反
響
は
大
き
い（
詳
し
く

は
本
誌
二
七
八
号
巻
末
グ
ラ
ビ
ア
参
照
）。
塩
出
事

務
局
長
に
よ
れ
ば
、『
高
木
さ
ん
』
を
き
っ
か

け
に
島
を
好
き
に
な
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な

る
人
も
多
く
、
な
か
に
は
移
住
す
る
人
も
い

る
と
い
う
。「『
高
木
さ
ん
』
は
何
気
な
い
日

常
を
描
い
た
作
品
だ
け
に
、
フ
ァ
ン
が
島
を

訪
れ
た
際
に
、
作
中
の
雰
囲
気
を
追
体
験
で

き
る
の
で
は
」
と
の
こ
と
だ
。

小
豆
島
観
光
協
会
内
に
は
、
島
内
で
の
映

画
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
撮
影
を
支
援
す
る
「
小

豆
島
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
小
豆
島
Ｆ

Ｃ
）」が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ケ
地
と
し
て

の
小
豆
島
の
強
み
は
、
単
に
美
し
い
だ
け
で

な
く
、
海
・
山
・
町
並
み
・
伝
統
行
事
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

る
点
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
か
ら
距
離
が
あ

り
、
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
弱
み

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。「
作
り
手
は
、

良
い
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ

り
、
我
わ
れ
受
け
入
れ
側
は
選
ば
れ
る
立
場
。

『
高
木
さ
ん
』
が
実
写
映
画
化
さ
れ
た
時
も
、

原
作
者
が
小
豆
島
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い
う

事
実
だ
け
で
な
く
、
制
作
側
の
オ
ー
ダ
ー
に

対
し
我
わ
れ
が
し
っ
か
り
応
え
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
こ
そ
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た
」と
、塩

出
事
務
局
長
は
語
る
。

古
く
は
壺
井
栄
原
作
の
『
二
十
四
の
瞳
』

を
は
じ
め
、
数
多
く
の
作
品
が
撮
影
さ
れ
て

き
た
小
豆
島
で
は
、
制
作
に
対
す
る
住
民
の

二
四
年
一
月
に
は
両
町
共
同
で
、
観
光
に

よ
り
持
続
で
き
る
島
を
目
指
す
「
小
豆
島
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
は
、
国
土
交
通
省
の
離
島
活
性
化
交
付

金
を
活
用
し
た
。
同
年
三
月
末
、
小
豆
島
観

光
協
会
は
観
光
庁
の「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
）」
に
登
録
さ
れ
た
。
さ
ら

に
同
年
、
小
豆
島
町
・
土
庄
町
・
小
豆
島
観

光
協
会
の
三
者
共
同
で
、
持
続
可
能
な
観
光

の
国
際
的
な
認
証
機
関
で
あ
る
「G

reen 
D

estinations

」（
本
部
：
オ
ラ
ン
ダ
）
の
審
査

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
八
四
項
目
の
う
ち
七
八

パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
、
み
ご
と
「
シ
ル
バ

ー
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し
た
。
現
在
、
日
本

に
は
ゴ
ー
ル
ド
ア
ワ
ー
ド
を
含
め
五
つ
の
同

認
証
地
域
が
あ
る
が
、
離
島
で
の
認
証
は
小

豆
島
の
み
。観
光
振
興
の
先
進
地
と
し
て
、他

自
治
体
な
ど
か
ら
の
視
察
も
多
い
。

二
〇
二
四
年
の
小
豆
島
全
体
の
観
光
客
は

約
一
〇
〇
万
人
で
、
う
ち
四
分
の
一
強
が
島

内
に
宿
泊
し
て
い
る
。
映
画
『
魔
女
の
宅
急

便
』
の
主
人
公
の
よ
う
に
、
ほ
う
き
に
ま
た
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け
る
上
で
も
利
点
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
方
、
個
々
の
事
業
者
に
目
を
向
け
る
と
、

い
ず
れ
も
島
の
伝
統
や
資
源
を
活
か
し
、
で

き
う
る
限
り
最
高
の
商
品
を
つ
く
り
た
い
、

次
の
代
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
生
産
者
の
矜

持
を
強
く
感
じ
た
。
人
口
減
少
に
悩
む
離
島

を
訪
れ
る
と
、
残
念
な
が
ら
「
い
か
に
し
て

自
分
の
代
で
円
満
に
（
事
業
に
）
幕
を
下
ろ
す

か
」
と
話
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
い
な
か
、

「
何
と
し
て
も
こ
の
産
業
を
後
世
に
残
す
！
」

と
い
う
ヤ
マ
ロ
ク
醤
油
の
山
本
代
表
の
言
葉

は
特
に
印
象
的
だ
っ
た
。

国
や
自
治
体
の
支
援
は
、
も
ち
ろ
ん
非
常

に
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
島
の
住

民
自
ら
が
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
肝
要
な
の

だ
と
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
小
豆
島

の
産
業
の
動
向
を
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た

い
。

（
石
川
）

ェ
ル
ロ
ー
ド
の
駐
車
場
の
有
料
化
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
お
り
、
二
〇
二
八
年
に
は
宿
泊

税
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

「
島
の
観
光
面
で
の
課
題
は
、
宿
泊
施
設
の

数
、
繁
閑
の
差
、
二
次
交
通
不
足
な
ど
だ
が
、

こ
れ
ら
は
人
手
不
足
な
ど
島
全
体
の
課
題
に

起
因
し
て
い
る
。
今
後
は
、
よ
り
質
の
高
い

観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
す
る
こ
と
で
、
高
単

価
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な
ど
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
塩
出
事
務

局
長
は
展
望
を
語
っ
た
。

●

官
民
一
体
と
な
っ
て
オ
リ
ー
ブ
の
島
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
や
、
複
数
の
観
光
団

体
が
合
併
し
た
小
豆
島
観
光
協
会
の
事
例
の

よ
う
に
、
単
独
で
は
な
く
、
事
業
者
や
自
治

体
ほ
か
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
だ

組
織
と
し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
が
、
小
豆
島

の
産
業
振
興
の
特
徴
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

多
様
な
関
係
者
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
は
、

情
報
共
有
の
円
滑
化
や
国
な
ど
の
支
援
を
受

理
解
や
協
力
も
大
き
い
と
い
う
。
エ
キ
ス
ト

ラ
で
本
人
や
知
人
が
出
演
す
る
の
を
楽
し
み

に
す
る
住
民
も
多
く
、
中
に
は
「
俺
は
〇
〇

（
作
品
名
）
に
出
演
し
た
！
」
と
、
誇
り
に
思

わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
そ
う
だ
。
小
豆
島
Ｆ

Ｃ
で
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
や
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
た
め
、
制
作

に
協
力
し
た
作
品
は
、
必
ず
島
内
で
上
映
会

を
開
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
近
年
、
観
光
業
を
推
進
す
る

上
で
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
つ
い
て
、
塩
出
事
務
局

長
は
「
住
民
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
を
観
光

客
に
呼
び
か
け
、
い
か
に
住
民
の
生
活
を
守

る
か
が
重
要
」
と
話
す
。
協
会
で
は
エ
ン
ジ
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